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一
九
八
七
年
猛
暑
の
京
都
で
看
護
史

に
関
心
を
持
ち
、
研
究
を
進
め
て
い
こ

う
と
い
う
人
達
が
集
い
、
本
学
会
が
誕

生
し
て
か
ら
早
や
十
六
年
日
。
第
六
期

幹
事
会
も
若
手
を
加
え
た
メ
ン
バ
ー
と

な
り
、
次
な
る
発
展
へ
の
基
礎
作
り
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。

さ
て
私
が
何
故
、
歴
史
に
関
心
を
も

ち
続
け
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
み

る
と
、
と
に
か
く
過
去
を
知
り
た
い
と

い
う
欲
求
を
満
足
さ
せ
、
そ
こ
で
知
り

得
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
今
の
看
護

教
育
に
生
か
し
た
い
か
ら
に
他
な
ら
な

い
。
ま
た
一
九
八
八
年
第
二
回
大
会
の

寺
崎
昌
男
先
生
の
講
演
で
伺
っ
た
「
歴

史
研
究
は
足
腰
強
く
」
と
「
博
覧
強
記
」

の
こ
と
ば
が
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

歴
史
と
は
過
去
に
起
こ
っ
た
出
来
事

と
、
そ
の
記
述
を
意
味
す
る
と
言
わ
れ

る
が
、
歴
史
を
探
る
楽
し
み
の
第
一
は

単
に
い
つ
、
ど
こ
で
何
が
起
こ
っ
た
か

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
は
な
ぜ
起

こ
っ
た
か
、
そ
の
人
は
何
故
起
こ
し
た

か
な
ど
と
、
今
の
事
情
・
事
象
へ
の
変

化
の
経
緯
を
知
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

五
月
の
九
州
は
、
日
本
赤
十
字
社
の

前
身
で
あ
る
博
愛
社
創
設
と
、
そ
の
契

機
と
な
っ
た
西
南
戟
争
関
連
の
地
を
辿

る
に
ふ
さ
わ
し
い
所
で
あ
る
。
創
設
者

佐
野
常
民
の
生
誕
の
佐
賀
、
・
激
我
の
田

原
坂
、
建
白
書
を
奏
上
し
た
熊
本
・
ジ

ェ
ー
ム
ズ
邸
記
念
館
等
々
。

先
人
の
遺
し
た
史
跡
探
訪
や
史
料
渉

猟
に
は
、
未
知
な
る
も
の
を
発
見
す
る

大
き
な
喜
び
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
生
の

史
料
が
語
る
過
去
の
空
気
、
生
き
た

人
々
の
生
活
や
思
想
や
行
為
の
原
点
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
、
後
世
の
人
々
が
先
人
を
顕

彰
す
る
為
の
記
念
館
や
故
人
の
伝
記
は

身
び
い
き
や
美
辞
麗
句
に
覆
わ
れ
て
い

た
り
、
時
に
は
史
実
で
な
い
絵
や
彫
刻

や
石
碑
記
述
を
み
る
こ
と
も
あ
る
。
科

学
的
研
究
に
と
っ
て
は
、
眉
に
唾
す
る

用
心
さ
、
疑
っ
て
か
か
る
冷
徹
さ
が
、

時
に
は
必
要
と
な
る
。

歴
史
探
求
の
第
二
の
楽
し
み
は
、
と

い
う
よ
り
苦
し
み
に
近
い
が
、
過
去
の

出
来
事
の
変
遷
変
化
と
周
辺
事
情
と
の

因
果
関
係
を
探
り
、
そ
こ
に
い
わ
ゆ
る

「
温
故
知
新
」
、
「
過
去
か
ら
の
学
び
」

を
見
つ
け
だ
す
こ
と
で
あ
る
。

「
過
去
を
振
り
返
る
～
歴
史
へ
の
関

心
は
、
自
分
（
達
）
　
の
歩
み
に
対
す
る

不
安
の
感
情
か
ら
生
ま
れ
る
」
と
読
ん

だ
こ
と
が
あ
る
。
自
分
の
拠
っ
て
立
つ

と
こ
ろ
を
確
実
な
も
の
に
し
た
い
か
ら

で
あ
る
。
私
の
看
護
史
研
究
の
き
っ
か

け
は
『
日
赤
看
護
婦
は
戟
争
加
担
者
だ
』

と
い
う
衝
撃
的
な
二
言
で
あ
っ
た
以
来
、

日
赤
看
護
婦
の
歴
史
と
明
治
以
後
の
国

民
教
育
や
社
会
思
想
、
政
治
の
動
き
と

を
関
連
さ
せ
て
考
え
続
け
て
き
た
。

第
三
の
楽
し
み
「
伝
え
る
」
と
い
う

教
育
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
看
護
基

礎
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
看
護
史
の

科
目
が
消
え
て
か
ら
久
し
い
。

高
校
ま
で
の
歴
史
教
育
の
影
響
で
、

歴
史
と
は
年
号
や
人
名
と
地
名
を
覚
え

る
こ
と
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
の
で
、

多
く
の
学
生
は
歴
史
が
嫌
い
で
、
苦
手

意
識
が
強
い
。
ま
し
て
や
現
代
史
の
戟

後
五
十
年
余
り
は
既
に
遠
い
過
去
で
し

ヽ
一カ

な
い
。

し
か
し
、
限
ら
れ
た
授
業
時
間
の
中

で
、
教
師
は
如
何
に
学
生
の
興
味
を
そ

そ
り
、
面
白
く
、
歴
史
を
伝
え
て
い
く

か
が
、
歴
史
を
知
っ
た
者
の
楽
し
み
だ

と
思
う
。

学
生
は
看
護
や
母
校
の
ル
ー
ツ
を
知

る
こ
と
に
は
強
い
関
心
を
示
す
。
ビ
ジ

ュ
ア
ル
時
代
に
育
つ
現
代
学
生
に
は
、

教
師
の
足
腰
で
収
穫
し
た
画
像
教
材
は

興
味
を
そ
そ
る
。
時
に
は
教
師
の
若
い

時
の
姿
を
一
枚
は
潜
り
込
ま
せ
る
の
も

一
興
だ
。
「
電
気
紙
芝
居
」
　
に
民
謡
や

昔
の
歌
も
入
れ
る
と
、
学
生
は
居
眠
り

を
し
な
い
。

そ
う
い
う
歴
史
研
究
の
α
「
過
去
の

出
来
事
を
知
る
楽
し
み
」
を
伝
え
、
G

「
現
実
へ
の
建
設
的
批
判
」
を
呼
び
覚

ま
す
こ
と
で
、
若
い
後
継
者
達
の
肯
定

的
な
反
応
を
育
て
る
こ
と
を
、
私
は
看

護
史
研
究
の
楽
し
み
と
し
た
い
。
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日
本
壱
苫
歴
史
学
会
等
十
」
ハ
回
大
会

つ
ぎ
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。

大
会
テ
ー
マ

「
日
本
と
世
界
の
歴
史
を
探
求
す
る
～
現
代
看
護
の
源
泉
へ
の
探
訪
～
」

今
年
度
は
、
大
会
テ
ー
マ
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
～
現
代
看
護
の
源
泉
へ
の
探
訪
～

と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
看
護
の
先
輩
た
ち
が
、
時
代
の
趨
勢
の
中
に
身
を
お
い
て
、

情
熱
を
か
た
む
け
て
地
道
に
活
動
を
し
て
き
た
こ
と
が
、
現
代
の
看
護
の
基
盤
を
な

し
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
社
会
の
変
動
の
中
で
、
看
護

と
し
て
今
、
何
が
基
本
的
に
必
要
な
の
か
を
再
考
す
る
機
会
に
し
た
い
と
考
え
た
か

ら
で
す
。

日
時
　
八
月
三
十
一
日
（
土
）
九
時
三
十
分
～
一
七
時

九
月
一
日
　
（
日
）
　
九
時
三
十
分
～
二
一
時
二
十
分

会
場
　
山
形
県
立
保
健
医
療
大
学

山
形
市
上
柳
二
六
〇
番
地

山
形
交
通
バ
ス
　
山
形
県
立
中
央
病
院
前
下
車
　
徒
歩
四
分

プ
ロ
グ
ラ
ム

一
特
別
講
演
1
　
講
師
　
平
尾
真
智
子

「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
　
〔
看
護
覚
書
へ
の
情
熱
〕
－
草
稿
か
ら
未
発
表
の
第

4
版
ま
で
の
改
定
を
通
し
て
－
」

二
　
特
別
講
演
2
　
講
師
　
大
石
杉
乃

「
第
2
次
世
界
大
戟
後
の
看
護
改
革
推
進
者
　
オ
ル
ト
を
語
る
」

交通アクセス

JR　　　奥羽本線・仙山線で

「羽前千歳駅」下車、徒歩約20分

奥羽本線で

「南出羽駅」下車、徒歩約10分

タクシー　JR「山形駅」から約20分

バス　　JR「山形駅」から約30分

医 2
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三
　
研
究
発
表

①
　
西
南
戟
争
激
戟
地
に
お
け
る
博
愛
社
創
設
の
過
程

山
遽
泰
子
・
山
崎
雅
代
（
九
州
看
護
福
祉
大
学
）

②
　
宮
城
県
の
衛
生
組
合
の
設
立
と
活
動
に
つ
い
て

小
山
田
信
子
（
東
北
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
）

③
　
リ
ン
ダ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
が
京
都
看
病
婦
学
校
で
は
じ
め
た
看
護
教
育

岡
山
寧
子
（
京
都
府
立
医
科
大
学
医
学
部
看
護
学
科
）

依
田
和
美
（
大
阪
府
立
看
護
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
）

竹
内
京
子
（
大
阪
府
立
看
護
大
学
）

④
　
明
治
期
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
埼
玉
県
に
お
け
る
看
護
教
育
の
発
展
過

程
仲
島
愛
子
　
（
山
形
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
看
護
学
専
攻
）

高
橋
み
や
子
（
山
形
大
学
医
学
部
看
護
学
科
）

⑤
　
沖
縄
に
お
け
る
。
O
p
e
r
a
t
i
O
n
F
l
O
r
e
n
C
e
N
i
g
h
t
i
n
g
a
－
e
。
の
実
施
計
画
に
つ

い
て仲

里
華
子
・
大
嶺
千
枝
子
（
沖
縄
県
立
看
護
大
学
）

⑥
　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
G
H
Q
の
指
令
に
よ
る
山
形
県
に
お
け
る
病
院
改
革

の
過
程

片
桐
智
子
・
平
塚
朝
子
（
山
形
県
立
保
健
医
療
大
学
看
護
学
科
）

高
橋
み
や
子
（
山
形
大
学
医
学
部
看
護
学
科
）

⑦
　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
済
生
館
に
お
け
る
看
護
教
育
の
歴
史
－
甲
種
看
護
婦

養
成
所
の
設
立
ま
で
の
経
緯
－

鈴
木
由
美
子
・
大
沼
優
子
（
山
形
市
立
病
院
済
生
館
高
等
看
護
学
院
）

⑧
　
高
等
学
校
衛
生
看
護
科
の
成
立
過
程
そ
の
①
－
神
奈
川
県
二
俣
川
高
校
を
中

心
に
ー

村
田
三
加
事
・
武
田
洋
子
（
山
形
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
看
護
学
専

攻
）

青
谷
須
磨
子
（
山
形
大
学
医
学
部
看
護
学
科
）

四
　
特
別
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
　
講
師
　
高
田
み
つ
子

「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
看
護
を
訪
ね
て
」

五
　
分
科
会

・
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
囲
ん
で

・
研
究
発
表
者
を
囲
ん
で

六
　
第
一
七
回
大
会
会
長
　
挨
拶
　
ラ
イ
ダ
ー
島
崎
玲
子

＊
両
日
共
、
先
輩
た
ち
の
活
動
の
様
子
並
び
に
看
護
用
品
を
展
示
し
ま
す
。

懇
親
会

第
一
日
日
終
了
後
、
夕
食
会
を
兼
ね
て
行
い
ま
す
。

大
会
参
加
費
　
　
四
千
円

懇
親
会
費
　
　
　
二
千
円

当
日
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
事
前
に
同
封
の
郵
便
振
込

み
用
紙
で
お
振
込
み
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＊
年
会
費
の
送
付
先
と
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

締
切
　
八
月
十
五
日
迄

幹
事
会

八
月
三
十
日
　
（
金
）
一
六
時
～
一
九
時

山
形
大
学
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
霞
城
サ
テ
ラ
イ
ト
に
お
い
て
行
い
ま
す
。

第
二
ハ
回
大
会
　
開
催
事
務
局

山
形
大
学
医
学
部
看
護
学
科
　
高
橋
み
や
子

〒
九
九
〇
－
九
五
八
五
　
　
山
形
市
飯
田
西
ニ
ー
ニ
ー
二

電
　
話
　
〇
二
三
－
六
二
八
1
五
三
六
二

F
A
X
　
〇
二
三
－
六
二
八
－
五
四
六
四

3
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新
入
会
員
紹
介
（
敬
称
略
）

※
　
（
　
）
　
内
は
会
員
番
号

山
田
泰
子
（
〇
g
○
豊

［
名
古
屋
市
立
大
学
看
護
学
部
］

佐
藤
喜
根
子
（
〇
g
－
○
）

［
東
北
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
］

本
間
景
子
（
〇
g
〓
）

［
済
生
会
川
口
看
護
専
門
学
校
］

河
津
芳
子
（
0
－
も
ー
N
）

［
名
古
屋
大
学
医
学
部
保
健
学
科
］

岡
田
由
岐
子

［
京
都
中
央
看
護
専
門
学
校
］

黒
田
喜
美
子
（
0
－
も
－
〕
）

山
下
麻
衣
　
（
0
－
も
－
e

湯
本
敦
子
（
0
－
も
－
∽
）

［
信
州
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
］

古
館
直
美
　
（
O
N
も
○
－
）

山
本
春
江
　
（
O
N
も
O
N
）

［
青
森
県
立
保
健
大
学
］

加
古
ま
ゆ
み
　
（
O
N
も
○
空

［
神
戸
市
看
護
大
学
］

幹
事
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
　
岩
脇
陽
子

植
村
小
夜
子

竹
中
京
子

事
務
局
の
移
動

新
幹
事
陣
容
決
ま
る

選
挙
管
理
委
員
会
の
報
告
を
受
け
て
、

幹
事
会
で
は
、
得
票
上
位
の
各
氏
宛
に

委
嘱
状
を
発
送
し
、
幹
事
就
任
依
頼
を

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
五
期
幹
事

は
次
の
方
々
に
決
ま
り
ま
し
た
。

代
表
幹
事

企
　
　
画

広
　
　
報

編
　
　
集

総
　
　
務

会
　
　
計

山
本
捷
子

藤
村
龍
子

山
崎
雅
代

ラ
イ
ダ
ー
島
崎
玲
子

高
田
節
子

川
島
み
ど
り

小
田
正
枝

大
石
杉
乃

平
尾
真
智
子

田
中
幸
子

会
費
納
入
の
お
願
い

第
六
期
幹
事
選
挙
結
果
報
告

平
成
二
二
年
一
〇
月
一
五
日
付
き
の

会
報
三
七
号
で
公
示
さ
れ
た
日
本
看
護

歴
史
学
会
幹
事
選
挙
に
つ
き
ま
し
て
は
、

公
示
か
ら
三
ケ
月
間
の
投
票
期
間
を
経

ま
し
て
、
平
成
一
四
年
一
月
二
二
日
に

開
票
し
ま
し
た
。
有
権
者
総
数
二
三
八

名
に
対
し
、
投
票
総
数
七
七
票
、
投
票

率
三
〇
・
四
％
で
し
た
。
選
挙
結
果
を

二
〇
〇
二
年
度
の
会
費
（
四
〇
〇
〇

円
）
　
を
同
封
の
振
込
用
紙
で
納
入
し
て

下
さ
い
。
本
会
は
、
皆
様
か
ら
の
会
費

収
入
で
、
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
会
則
第
六
条
の
規
程
に
よ
り
、

会
員
の
資
格
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
留
意
下
さ
い
。

長
い
間
事
務
局
を
京
都
に
お
い
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
幹
事
交
代
に

伴
い
ま
し
て
、
事
務
局
を
左
記
に
移
転

し
ま
す
。
会
費
納
入
状
況
や
学
会
誌
の

購
入
希
望
等
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

（
事
務
局
）

〒
二
二
八
I
〇
八
二
九

神
奈
川
県
相
模
原
市
北
里
ニ
ー
一
－
一

北
里
大
学
看
護
学
部
　
　
田
中
幸
子

m
〇
四
二
1
七
七
八
－
九
八
二
六

八
会
員
の
出
版
案
内
）

吉
川
龍
子
著
「
日
赤
の
創
始
者
　
佐
野

常
民
」
吉
川
弘
文
館

こ
の
本
は
「
足
腰
の
強
い
研
究
」
が

見
事
に
結
実
し
た
代
表
的
な
歴
史
書
で
、

著
者
の
「
地
に
足
を
つ
け
た
歴
史
研
究
」

へ
の
態
度
に
は
敬
服
の
念
を
禁
じ
得
な

ヽ

■

　

0

日
赤
創
始
者
佐
野
常
民
に
関
し
て
、

あ
か
だ
け
の
史
料
を
渉
猟
し
、
彼
の
生

地
の
佐
賀
や
博
愛
社
ゆ
か
り
の
熊
本
や

西
南
戟
争
の
激
戦
地
を
く
ま
な
く
訪
ね
、

そ
の
足
跡
が
如
実
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

近
代
日
本
の
黎
明
期
の
先
人
た
ち
の
願

い
と
躍
動
が
い
き
い
き
と
伝
わ
っ
て
く

る
。佐

野
常
民
は
幕
末
に
緒
方
洪
庵
の
適

塾
で
医
学
を
学
び
、
パ
リ
万
博
で
赤
十

字
の
思
想
に
触
れ
、
明
治
期
に
は
殖
産

興
業
、
海
軍
、
外
務
の
一
翼
を
担
っ
た

政
府
要
人
の
一
人
で
あ
る
。
近
代
化
の

渦
中
に
お
い
て
、
博
愛
社
　
（
赤
十
字
）

の
思
想
を
基
盤
に
、
あ
る
べ
き
看
護
婦

養
成
に
社
運
を
か
け
た
人
で
あ
り
、
彼

の
慈
愛
と
厳
格
な
思
い
は
、
「
救
護
貞

十
訓
」
と
し
て
集
大
成
さ
れ
、
日
赤
看

護
精
神
と
な
っ
て
、
現
代
に
も
受
け
継

が
れ
て
い
る
。
明
治
は
過
去
で
は
な
い
。

日
赤
だ
け
で
な
く
、
近
代
日
本
の
草
創

期
へ
の
理
解
を
深
め
る
に
好
適
な
一
冊

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
）

編
集
後
記

新
し
い
代
表
幹
事
山
本
捷
子
先
生
の

歴
史
を
学
ぶ
姿
勢
に
、
会
員
一
同
改
め

て
こ
の
学
会
の
存
立
を
確
か
め
た
い
と

思
う
。
第
十
六
回
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

多
彩
。
山
形
の
夏
、
「
看
護
覚
書
き
」

で
さ
わ
や
か
な
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

（
り
）

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
第
三
八
号

発
行
責
任
者

藤
村
龍
子

東
海
大
学
健
康
科
学
部

編
集
責
任
者

大
石
杉
乃
・
田
中
幸
子

事
　
務
　
局

〒
二
二
八
I
〇
八
二
九

神
奈
川
県
相
模
原
市
北
里
ニ
ー
一
－
一

北
里
大
学
看
護
学
部

田
中
　
幸
子

m
＆
阻
〇
四
二
－
七
七
八
－
九
八
二
六

E
m
邑
‥
S
a
F
ロ
a
訂
㊥
n
声
E
g
a
t
？
u
・
a
C
も
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